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はじめに 

山口県では，光化学オキシダント等（以下，Ox）の濃

度の上昇による大気汚染及び被害発生防止のため「山口

県大気汚染緊急時措置要綱」を制定し，Ox 濃度の常時監

視を行っている．高濃度となった場合には Ox 情報等を

発令し，県民へ情報提供を行うともに，緊急時対象ばい

煙等排出者に対してばい煙量の減少協力要請等を行って

いる．近年の発令件数は年間 10 件程度で推移し注意報

発令はほとんどなかったが，2019 年度は県内全域で Ox

濃度の上昇が観測され，県下全域に注意報が発令された．

近年の Ox 監視状況をまとめたので報告する． 

 

山口県内の監視体制 

１ 測定局 

図１に示すとおり，19 局（県設置：16 局，下関市設

置：3 局）において Ox 濃度の常時監視を行っている．

当初は，工場や幹線道路等の汚染発生源を中心にした局

所的な発令に対応するため工場群が立地する瀬戸内側を

中心に測定局を配置していたが，大陸からの越境汚染の

影響等が示唆されたことから 2008 年度に日本海側に 3

測定局（O，P，Q）を追加している． 

２ 発令基準及び発令地区 

発令地区を図 1 に，Ox 情報等の発令基準を表 1 に示

した．2008 年の測定局追加に合わせて，発令地区⑬，

⑭及び⑮を新設している．また⑯については従来の下関

市 A～C 地域を統合し，下関市の南部地域とした．これ

までに発令されたのは情報及び注意報のみで，警報は発

令されていない． 

 

 

図１ 発令地区及び発令基準測定局
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なお，特別情報，注意報及び警報については，他測

定局のデータ等により広域的な汚染の発生が考えられる

場合は，別に定めた「広域発令地区」ごとに発令及び解

除を行うこととなっている． 

以下，Ox 濃度が情報発令基準の 0.10 ppm 以上の場合

を高濃度事象として定義する． 

 

表 1 Ox 発令基準 

発令区分 発令基準 

情報 1 時間値が 0.10 ppm 以上 0.12 ppm 未満で
あって，気象条件から見て継続すると認
められるとき． 

特別情報 1 時間値が 0.10 ppm 以上 0.12 ppm 未満で
あって，Ox 類似の大気汚染の発生によ
り，現に被害が発生し，気象条件から見
て継続又は拡大すると認められるとき． 

注意報 1 時間値が 0.12 ppm 以上 0.40 ppm 未満で
あって，気象条件から見て継続すると認
められるとき． 

警報 1 時間値が 0.40 ppm 以上であって，気象
条件から見て継続すると認められると
き． 

※発令期間：4～10 月 

 

調査結果及び考察 

１ 2010～2019年度の監視結果 

1997～2003 年度（下関市設置 3 局は 2008 年度）に測

定法を従来の吸光光度法から紫外線吸収法に，2010 年度

に校正法を吸光光度法から紫外線吸収法に変更したこと

により Ox 濃度に数 ppb の影響が報告されている 1)．こ

のため，2010 年度以降のデータについて解析した．また，

地理的条件より県内を東部（A～D），中部（E～J），西部

（K～N，R，S）及び北部（O～Q）の 4 地域に区分し，

その平均値を比較した． 

図 2 に Ox 濃度の年平均値の推移を示す．2011 年度に

全地域において減少しており，全国平均でも同様の傾向

がみられている 2)．5～7 月及び 11～2 月の濃度が例年よ

り低かった．例年 Ox 濃度が上昇する 5，6 月の降雨日が

多く，日照時間が少なかったことが一因と考えられるが、

詳細な原因は不明である．1990 年代後半より Ox 濃度の

上昇が報告されているが 1)，近年はほぼ横ばいで推移し

ており，北部地域は他の地域より高かった．これは，北

部地域の測定局周辺には工場等の汚染発生源がないため，

一酸化窒素による Ox の消費が少ないこと，地理的要因

により越境汚染があった場合にはその影響を受けやすい

ためと考えられる． 

図 3 に環境基準超過日数の推移を示す．環境基準超過

日数は横ばいで推移しているが，東部地域がその他の地

域と比較して多い傾向にあり，続いて北部が多く，中部

と西部は同程度であった．なお，いずれの年度もすべて

の測定局で環境基準を達成できていない． 

図 4 に Ox 濃度の月別平均を示す．月別比較では，い

ずれの地域も 3 月から Ox 濃度が上昇し，5 月のピーク

後一旦低下するが，8～10 月にわずかに増加している．

地域別では， 7～8 月は東部地域が，その他の期間は北

部地域がその他の地域より高かった．春季及び秋季は移

動性高気圧の通過により風の弱い晴天が続くため Ox が

生成しやすく，また大陸からの越境汚染により県下全域

において Ox 濃度が上昇することが多い．また，夏季は

気象要件と窒素酸化物などの原因物質の影響を受けて，

瀬戸内海側において Ox 濃度が上昇することが多い．特

に東部地域においてこの傾向が顕著であり，過去の調査

においても，気象条件及び原因物質の影響度が高く，夏

季に Ox が発生しやすいことが報告されている 3)． 

次に，Ox濃度が 0.10 ppm以上の高濃度事象について，

月別，時間別の平均回数を図及び図 6 に示した．なお，

0.10 ppm 以上の 1 時間値を 1 回として集計した．いずれ

の地域も 5 月が圧倒的に多く，2010～2019 年度の間，9

～3 月に 0.10 ppm 以上となることはなかった．時間別で

は，いずれの地域 15～17 時にピークが見られた．通常，

Ox 濃度は日射とともに上昇し，日没後は低下することが

多いが，北部地域においては夜間も高濃度となることが

あった． 

Ox の原因物質である窒素酸化物（NOx）と非メタン炭

化水素（NMHC）の濃度推移を図 7 及び図 8 に示した．

なお，NMHC は一部測定局のみで測定しているため北部

地域のデータはない．NOx や NMHC の濃度は種々の削

減対策により近年減少または横ばい傾向にあるが，Ox 濃

度は横ばいのままである．依然として越境汚染の影響が

あることを示唆しており，2019 年 5 月には大規模な越境

汚染によるOx濃度の上昇が県内全域で観測されている． 

 

図 2 Ox の年平均値の推移 
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図 3 環境基準超過日数の推移 

 

 

図 4 Ox 濃度の月別平均（2010～2019 年度） 

 

 

図 5 月別高濃度事象（0.10 ppm 以上）平均回数 

 

 

図 6 時間別高濃度事象（0.10 ppm 以上）平均回数 

 

 

図 7 NOx の年平均値の推移 

 

 

図 8 NMHC の年平均値の推移 

 

２ 発令状況 

 情報発令の基準を 0.08 ppm から現在の 0.10 ppm に変

更した 2000 年度以降の発令推移を図 9 に示す．情報，注

意報とも 2007 年度をピークに減少し近年はほぼ横ばい

で推移していたが，2019 年度の発令件数はピーク時に匹

敵するほどであった．特に，注意報は 2010～2017 年度は

発令がなく 2018 年度に 1 件あったのみであったが，2019

年度は 16 件となり 2007 年度のピーク時を上回った． 

月別では 5 月の発令件数が多く，2000 年以降は 10 月

の発令はない（図 10）．発令地区ごとでは，いずれの地

区も 5 月の発令件数が多いが，①及び②地区では 7，8 月

は他地区と比較して多かった（図 11）．この地域は海岸

沿いに多くの工場群が立地し，前述したように気象条件

から夏季の地域汚染が発生しやすいため，発令回数が多

くなっている． 

 

図 9 発令件数の推移 
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図 10 月別の平均発令件数 

 

 

 

図 11 発令地区ごとの平均発令回数 

 

３ 2019年度の監視状況 

（１） 2019 年度の Ox 発令状況 

表 4 に 2019 年度の Ox 発令状況を示す． 

 

表 4 2019 年度 Ox 発令件数 

発令
地区 

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 計 

① 0 5 0 0 0 0 0 5 

② 0 6(1) 0 0 0 0 0 6(1) 

③ 0 3(1) 0 0 0 0 0 3(1) 

④ 0 3(1) 0 0 0 0 0 3(1) 

⑤ 0 4 0 0 0 0 0 4 

⑥ 0 2 0 0 0 0 0 2 

⑦ 0 3(1) 0 0 0 0 0 3(1) 

⑧ 0 2(2) 0 0 0 0 0 2(2) 

⑨ 0 2(1) 1 0 0 0 0 3(1) 

⑩ 1 2(2) 1 0 1 0 0 5(2) 

⑪ 0 2(2) 1 0 0 0 0 4(1) 

⑫ 1 2(1) 0 0 0 0 0 3(1) 

⑬ 0 3(1) 1 0 0 0 0 4(1) 

⑭ 0 2(1) 0 0 0 0 0 2(1) 

⑮ 0 3(1) 0 0 0 0 0 3(1) 

⑯ 0 2(1) 0 0 0 0 0 2(1) 

合計 2 46 
(16) 

4 0 1 0 0 53 
(16) 

※（ ）は注意報 

すべての地区で発令があり，13 地区で注意報発令があ

った．例年以上に 5 月の発令回数が突出して多かった． 

これは，2019 年 5 月 22～26 日に県下全域で Ox 濃度の

上昇がみられ，情報及び注意報を発令したためである． 

なお，健康被害は報告されていない． 

（２） 5 月 22日～26日の高濃度イベント 

期間中の Ox，気温，日射量の推移を図 12～14 に示す．

22 日の午後より，県北西部の O 及び Q 測定局おいて Ox

濃度が上昇し始め，翌 23 日の未明より，測定局 O にお

いて 0.10 ppm 以上が継続したため，朝 7 時に Ox 情報を

発令した．その後，西部・北部から中部・東部へと県下

全域で濃度上昇が観測され，14 時以降は多くの地区で注

意報に移行した．日没に伴いOx濃度は一定程度低下し，

19 時に情報解除，20 時にすべての注意報が解除となっ

た．翌日以降は日照とともに，情報及び注意報レベルま

で上昇する傾向が 26 日まで継続し，23 日 15 時に K 測

定局で観測された 0.143 ppm が最高値で，九州・山口地

方の最高値となった 4）．この期間は西日本から東日本の

広範囲で Ox 濃度が上昇し，多くの地域で注意報が発令

されたが 4,5)，⑧及び⑩地区では，11 年ぶりに注意報が 2

日連続発令された． 

この期間の気圧配置は東シナ海の高気圧がゆっくり

と東へ移動しており（図 15）6)，暖かい空気の流入と強

い日差しにより各地で気温が上昇した．後方流跡線解析

7)でも大陸からの越境汚染があったと推測される（図 16）．  

通常 Ox 濃度は，昼間に上昇し，夜間は減少するが，

北部地域（特に O 及び Q 測定局）では夜間も Ox 濃度及

び気温が高かった．山口県と大陸の間に位置し，汚染源

の少ない長崎県の対馬や五島においても同様の状況が観

測されている 5，8)．また，工場等の汚染発生源が多い瀬

戸内側では，日射量及び日中の気温が 5 月の平均より非

常に高かったなど，Ox が発生しやすい気象条件であっ

た．以上より，大規模な越境汚染と地域汚染の複合要因

により Ox 濃度が上昇したと考えられる． 

 

図 12 Ox 濃度の推移（2019/5/22～26） 
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図 13 気温の推移（2019/5/21～26） 
 

 

図 14 日射量（日平均値）の推移（2019/5/15～31） 

 

 

 

図 15 2019/5/22～25 の天気図 

（気象庁「日々の天気図」を加工） 

 

図 16 後方流跡線 

まとめ 

山口県における近年の Ox 監視状況についてとりまと

めた．Ox 濃度は近年横ばい傾向にあったが，2019 年度

は県下全域で高濃度事象が発生するなど，引き続き注視

する必要がある． 
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